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■
パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
っ
て

 

ど
ん
な
ス
ポ
ー
ツ
？

　

パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
と
は
「
障
が
い
者
ス
ポ 

ー
ツ
」
を
表
す
言
葉
で
、
視
覚
障
が
い
者 

柔
道
、
車
い
す
陸
上
競
技
、パ
ラ
ト
ラ
イ 

ア
ス
ロ
ン
、
ボ
ッ
チ
ャ
な
ど
た
く
さ
ん
の 

競
技
が
あ
り
ま
す
。
腕
や
脚
な
ど
の
身
体
、 

ま
た
は
視
覚
や
知
的
発
達
な
ど
、障
が
い 

の
あ
る
部
位
や
種
類
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

 

同
じ
障
が
い
で
も
、そ
の
程
度
は
人
そ
れ 

ぞ
れ
異
な
る
た
め
「
ク
ラ
ス 

分
け
」
と
い
う
制
度
が
あ
り
、

 
個
々
の
障
が
い
が
競
技
に
及 

ぼ
す
影
響
を
で
き
る
だ
け
小 

さ
く
し
、
平
等
に
競
い
合
い 

ま
す
。

　

障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会 

の
中
の
世
界
最
高
峰
の
大
会 

は
「
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」
で 

す
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
同
様 

に
夏
季
大
会
と
冬
季
大
会
が 

あ
り
、
4
年
に
1
度
オ
リ
ン 

ピ
ッ
ク
終
了
後
に
同
じ
場
所 

で
開
催
さ
れ
ま
す
。
競
技
数 

も
年
々
増
え
て
お
り
、
２
０ 

１
６
年
リ
オ
パ
ラ
リ
ン
ピ 

ッ
ク
は
22

競

技
・
５
２
８ 

種
目
、
今
夏
開
催
予
定
の
東 

京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
も
22 

競
技
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

■
ア
ル
ケ
ア
所
属
の
パ
ラ
ア
ス
リ
ー
ト

　

墨
田
区
内
に
本
社
を
構
え
、医
療
機
器
、 

医
療
用
消
耗
材
料
の
開
発
・
製
造
・
販
売 

を
行
う
ア
ル
ケ
ア
株
式
会
社
に
は
、北き

た
ぞ
の薗 

新あ
ら
み
つ光
選
手
と
古こ

ば

た畑
篤あ
つ
ろ
う郎
選
手
の
2
人
の 

パ
ラ
ア
ス
リ
ー
ト
が
所
属
し
て
い
ま
す
。

　

北
薗
新
光
選
手
の
競
技
は
視
覚
障
が 

い
者
柔
道
で
す
。
視
覚
障
が
い
者
柔
道
が 

晴せ
い
が
ん
し
ゃ

眼
者
柔
道
と
大
き
く
違
う
の
は
、
お 

互
い
組
ん
で
か
ら
始
ま
る
こ
と
で
、
組
み 

手
争
い
が
な
い
た
め
晴
眼
者
柔
道
よ
り 

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
で
す
。
3
種
類
の
ク
ラ 

ス
に
区
分
さ
れ
ま
す
が
、
試
合
は
障
が
い 

の
程
度
で
な
く
体
重
別
で
行
わ
れ
、北
薗 

新
光
選
手
は
81
㎏
級
で
す
。

　

古
畑
篤
郎
選
手
の
競
技
は
車
い
す
陸 

上
競
技
で
、
ク
ラ
ス
は
Ｔ
34
で
す
。
競 

技
種
類
は
「
Ｔ
」
と
「
Ｆ
」
の
2
種
類 

が
あ
り
、「
Ｔ
／T

r
a
c
k

」
は
、
走
競
技 

（
１
０
０
ｍ
〜
マ
ラ
ソ
ン
）
、
跳
躍
競 

技
（
走
り
幅
跳
び
、
走
り
高
跳
び
な
ど
）
、

 

「
Ｆ
／F

ie
ld

」
は
、
投
て
き
競
技
（
砲 

丸
投
げ
、
や
り
投
げ
な
ど
）
で
す
。

　

障
が
い
の
種
類
は
10
〜
60
番
台
で
表 

現
さ
れ
、
30
番
台
は
、
痙け
い

性せ
い

麻ま

痺ひ

、
協 

調
運
動
障
が
い
な
ど
の
特
徴
を
示
す
脳 

原
性
の
麻
痺
の
あ
る
立
位
競
技
者
及
び 

車
椅
子
や
投
て
き
台
を
使
用
す
る
競
技 

者
を
示
し
ま
す
。
障
が
い
の
程
度
は
0 

〜
9
の
番
号
が
割
り
当
て
ら
れ
、
基
本 

的
に
番
号
が
小
さ
い
ほ
ど
障
が
い
の
程 

度
は
重
く
な
り
ま
す
。

■
墨
田
区
に
お
け
る
パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
振
興

　

墨
田
区
に
は
学
校
の
教
育
活
動
に
地 

域
の
教
育
力
を
導
入
す
る
「
学
校
支
援
ネ 

ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
」
が
あ
り
、
学
校
と
学 

校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
住
民
・
企
業
・ 

学
生
等
）
を
つ
な
ぐ
役
割
を
し
て
い
ま
す
。 

弊
社
も
そ
の
制
度
を
活
用
し
、墨
田
区
内 

の
小
中
学
校
で
「
夢
を
あ
き
ら
め
な
い 

！！
〜
パ
ラ
ア
ス
リ
ー
ト
か
ら
学
ぶ
、
パ 

ラ
ス
ポ
ー
ツ
と
夢
を
か
な
え
る
方
法
！
」 

と
い
う
テ
ー
マ
で
出
前
授
業
を
行
っ
て 

い
ま
す
。
パ
ラ
ア
ス
リ
ー
ト
が
障
が
い
や 

挫
折
を
乗
り
越
え
夢
を
実
現
し
て
き
た 

ス
ト
ー
リ
ー
を
通
じ
て
、
あ
き
ら
め
ず
に 

努
力
す
る
大
切
さ
を
伝
え
た
り
、障
が
い 

者
の
サ
ポ
ー
ト
の
仕
方
を
学
ん
で
も
ら 

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
に 

つ
い
て
現
役
選
手
か
ら
学
び
、パ
ラ
ス
ポ 

ー
ツ
の
魅
力
を
知
り
、実
際
に
体
験
す
る 

こ
と
で
、
東
京
２
０
２
０
パ
ラ
リ
ン
ピ 

ッ
ク
へ
の
関
心
を
高
め
て
い
ま
す
。

■
い
よ
い
よ
墨
田
区
内
を

 

聖
火
リ
レ
ー
が
通
り
ま
す
！

　

東
京
２
０
２
０
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク 

聖

火

リ
レ
ー
の
コ
ン
セ
プ
ト
は

、

 

「S
h
are Y

ou
r L

ig
h
t

／
あ
な
た
は
、き 

っ
と
、
誰
か
の
光
だ
。
」
で
す
。
こ
れ
は
、

 

聖
火
リ
レ
ー
を
通
じ
て
、
社
会
の
中
で
誰 

か
の
希
望
や
支
え
と
な
っ
て
い
る
多
様 

な
光
（
人
）
が
集
ま
り
、
出
会
う
こ
と
で
、

 

共
生
社
会
を
照
ら
す
光
と
し
よ
う
、と
い 

う
想
い
を
表
現
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
聖
火
リ
レ
ー
は
、
8
月
21
日
（
土
）

に
墨
田
区
内
を
通
り
ま
す
。
4
年
に
1 

度
の
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
、
み
ん
な
で
楽 

し
み
ま
し
ょ
う
！

（
ア
ル
ケ
ア
株
式
会
社　

経
営
企
画
部

 

小
竹　

尚
美
）
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「
貴
方
の
住
む
街
は
ど
ん
な
町
？
」 

と
い
う
質
問
に
、
「
下
町
情
緒
が
残
る 

物
作
り
の
街 

墨
田
区
で
す
。
」
と
お 

話
し
し
ま
す
。
仕
事
柄
、
海
外
を
含 

め
作
品
展
や
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
全 

国
各
地
へ
出
向
く
私
で
す
が
、
そ
う 

お
答
え
で
き
る
事
を
い
つ
も
誇
り
に 

思
い
ま
す
。

　

墨
田
区
伝
統
工
芸
保
存
会
は
、
「
物 

作
り
は
文
化
で
あ
る
」
と
考
え
る
異 

業
種
工
芸
職
人
が
集
ま
り
、
伝
統
工 

芸
技
術
の
「
保
存
」
「
発
展
」
「
認
識 

向
上
」
を
目
的
に
、
昭
和
53
年
（
１ 

９
７
８
）
、
23
区
内
で
い
ち
早
く
結 

成
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
、
20
業
種
27 

名
の
工
芸
職
人
で
構
成
さ
れ
、
43
年 

間
様
々
な
文
化
活
動
を
続
け
て
い
ま 

す
。
子
供
達
へ
の
職
人
手
仕
事
話
や 

製
作
実
演
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
姉 

妹
都
市
と
の
交
流
事
業
、
保
存
会
主 

催
の
作
品
展
や
感
謝
市
な
ど
の
数
々 

で
す
。

　

で
は
何
故
、
都
内
で
も
珍
し
い 

様
々
な
職
人
手
仕
事
が
、
墨
田
区
に 

は
現
在
も
多
く
育
ま
れ
、
引
き
継
が 

れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

江
戸
時
代
、
埋
め
立
て
が
進
み
、 

当
時
新
興
の
地
で
あ
っ
た
墨
田
区
界 

隈
に
は
、
両
国
の
相
撲
や
落
語
、
見 

世
物
小
屋
が
あ
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、 

大
川
（
隅
田
川
）
を
挟
ん
で
台
東
区 

側
に
は
浅
草
寺
・
歌
舞
伎
芝
居
小
屋 

（
猿さ
る

若わ
か

三さ

ん

ざ座
）
・
吉よ
し
わ
ら原
遊ゆ
う
か
く郭
な
ど
が
あ 

り
、
今
で
い
え
ば
一
大
繁
華
街
で
、 

庶
民
文
化
と
芸
術
の
発
信
地
に
囲
ま 

れ
て
い
た
事
と
大
き
な
か
か
わ
り
が 

あ
り
ま
す
。

　

元
す
み
だ
北
斎
美
術
館
学
芸
員 

五
味
和
之
氏
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ 

て
い
ま
す
。

「
明
暦
の
大
火
以
後
、
本
所
の
地 

が
開
発
さ
れ
て
多
く
の
武
家
屋
敷 

が
次
々
と
建
設
さ
れ
て
い
き
ま
し

た
。
隅
田
川
や
用
水
路
沿
い
に
は 

町
人
地
も
形
成
さ
れ
ま
す
が
、
と 

り
わ
け
沢
山
の
職
人
達
が
移
り
住 

み
ま
し
た
。
浅
草
寺
を
中
心
と
し 

た
神
社
仏
閣
に
は
欠
か
せ
な
い
、 

木
工
・
金
工
・
石
工
職
人
武
家
屋 

敷
出
入
り
の
植
木
職
人
を
は
じ
め
、 

細
工
職
人
・
玩
具
職
人
、
隅
田
川 

の
水
を
利
用
し
た
染
物
職
人
な
ど 

多
種
多
様
な
技
術
を
持
っ
て
や
っ 

て
き
ま
し
た
。
」

つ
ま
り
、
祈
り
の
場
や
芸
能
・
相
撲
・ 

花
街
の
賑
わ
い
と
言
っ
た
大
繁
華
街 

特
有
の
様
々
な
需
要
と
供
給
の
バ
ラ 

ン
ス
の
取
れ
た
立
地
に
、
す
み
だ
の 

職
人
手
仕
事
が
育
ま
れ
て
き
た
の
で
す
。

　

私
の
仕
事
も
代
々
「
市
松
人
形
作 

り
」
を
専
門
職
と
し
て
引
き
継
い
で 

き
ま
し
た
。

　

市
松
人
形
は
、
「
七
五
三
」
頃
の
年 

齢
を
模
し
て
作
ら
れ
る
子
供
人
形
で
、 

江
戸
時
代
に
考
案
さ
れ
ま
し
た
。
と 

り
わ
け
現
代
の
「
リ
カ
ち
ゃ
ん
人
形
」 

や
「
バ
ー
ビ
ー
人
形
」
と
言
っ
た
と 

こ
ろ
で
、
た
だ
飾
る
だ
け
で
は
な
く 

女
性
も
子
供
も
着
せ
替
え
衣
裳
を
縫 

っ
た
り
着
せ
替
え
遊
び
を
楽
し
ん
だ 

り
し
て
い
ま
す
。

　

伝
統
材
料
と
様
々
な
道
具
を
用
い
、 

約
74
工
程
を
経
て
完
成
す
る
市
松 

人
形
は
、
技
術
の
会
得
に
修
業
が
必 

要
で
す
。
様
々
な
道
具
の
一
つ
ひ
と 

つ
を
意
の
ま
ま
に
使
い
こ
な
せ
て
初 

め
て
良
い
人
形
が
作
れ
ま
す
。
理
屈 

で
は
な
く
繰
り
返
し
の
作
業
の
中
か 

ら
体
得
す
る
に
は
、
数
多
く
の
経
験 

と
時
間
が
必
要
で
す
。
昔
の
よ
う
に 

弟
子
入
り
し
、
一
人
前
の
人
形
師
に 

な
る
ま
で
に
は
相
当
な
修
業
時
間
が 

不
可
欠
で
す
。
そ
の
為
、
後
継
者
問 

題
が
囁
さ
さ
や

か
れ
ま
す
が
、
現
在
、
全
国 

に
い
る
8
軒
15
名
の
市
松
人
形
作 

り
職
人
の
内
、
私
の
弟
子
共
々
3
人 

が
墨
田
区
で
生
産
し
て
い
ま
す
。

　

近
年
「
墨
田
区
」
は
、
東
京
ス
カ 

イ
ツ
リ
ー
の
開
業
に
と
も
な
い
、
一 

大
観
光
地
の
仲
間
入
り
を
し
ま
し
た
。 

世
界
中
か
ら
多
く
の
観
光
客
が
増
え
、 

そ
し
て
マ
ン
シ
ョ
ン
も
立
ち
並
び
、 

移
り
住
む
「
新
す
み
だ
人
」
も
増
え 

て
い
ま
す
。

　

墨
田
区
伝
統
工
芸
保
存
会
会
員
は
、 

機
械
化
さ
れ
た
量
産
品
と
は
一
味
違 

い
、
手
仕
事
か
ら
産
ま
れ
る
職
人
の 

個
性
の
豊
か
さ
・
楽
し
さ
、
洗
練
さ 

れ
た
機
能
美
を
「
今
の
暮
ら
し
に 

相ふ

さ

わ応
し
い
形
」
に
し
て
、
国
内
外
に 

お
届
け
で
き
る
よ
う
努
力
を
続
け
て 

い
ま
す
。

　

江
戸
時
代
か
ら
の
市
松
人
形
も
、 

「
現
代
の
創
造
の
ス
パ
イ
ス
を
加
え
」 

次
世
代
へ
引
き
継
ぎ
、
残
し
て
い
き 

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
「
伝
統
に
そ 

の
時
代
の
ス
パ
イ
ス
」
を
加
え
な
が 

ら
、
こ
れ
か
ら
も
選
び
続
け
ら
れ
る 

物
作
り
を
怠
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
未 

来
の
子
供
達
に
も
、
「
物
作
り
の
街
す 

み
だ
」
を
誇
り
に
思
え
る
街
で
有
り 

続
け
る
事
を
希
望
し
て
い
ま
す
。

（
墨
田
区
伝
統
工
芸
保
存
会

　
　

市
松
人
形
師　
　

藤
村　

光
環
）
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左：「玉響」　右：「葛の葉狐」（共に50cm）


